
40年来の宿願である学園都市構想の実現に向けて
「大学獣医学部の開学に向けた住民説明会（第１回）」を開催しました

畜産農家への貢献について

　畜水産業において活躍する獣医師を養成し、地域の
畜水産業の振興につなげます。
　感染症に対する一次封じ込め対策として、地域の家
畜保健所など行政と協力し、学術支援拠点としての役
割を担います。

医獣連携について

　動物に由来する人獣共通感染症への対策として、医
学・薬学とも連携した新しい獣医臨床を実践し、動物
とヒトの健康と福祉に貢献するため、愛媛大学と連携
協定を締結し、国際教育拠点の形成を目指します。

補助金について

　９６億円を上限とする補助金の対象となる学部開設
経費は、文部科学省の審議会へ諮問され、厳正に審査
されます。
　財源には大学誘致に備え積み立てた４０億円の基金
を活用します。また、愛媛県にも協力をお願いするこ
ととしています。

市議会における審議について

　市議会においてもスピード感を持って対応するため
「国家戦略特区特別委員会」を設置し、１６回にわたり
議論を重ね、３月３日に決議しました。

　４月１１日㈫、市民会館で「大学獣医学部の開学に向け
た住民説明会（第１回）」を開催し、３００人を超える皆さ
まにご参加いただきました。
　平成３０年４月の開学を目指し、新都市第２地区「いこ
いの丘」で取り組んでいる大学獣医学部の開学について、
獣医学部が今治市にどのように定着し貢献するのかを、
広く市民の皆さまへ理解を深めていただくため、市長、
岡田国家戦略特区特別委員会副委員長、吉川岡山理科大
学獣医学部（仮称）学部長予定者から大学誘致や大学構
想の概要について説明を行い、多くの住民の皆さまから
質問をいただきました。
　また、農業分野や経済界からは、大学を核としたまち
づくりに期待する発言がありました。
※説明資料「学園都市構想の実現に向けて」は、企画課
ホームページに掲載していますのでご覧ください。
問合先　企画課   ☎０８９８－３６－１５０３   ＦＡＸ０８９８－３２－５２１１㈹

経済波及効果について

　施設整備により約２４０億円、大学運営により毎年約
２０億円の効果が見込まれます。

市として大きな負担を伴うことについて

　大学は文化の灯台として、都市のステータスとなる
ことからも、次なる世代へしっかりとしたものを残す
必要があります。

病原体などの取り扱いについて

　世界中の科学者が経験と議論を重ね安全対策を講じ
たバイオセイフティーレベル３の施設によって完全に
封じ込めが可能です。
　県内の同様施設を参考として危機管理対策を講じ
ます。

新たな成長産業への期待について

　１,２００人の学生による消費活動によって、中心市街
地の活性化にも繋がるほか、大学を核とした新たな成
長産業にも期待できます。

まちづくりへの連携について

　地元団体や小・中学生向け市民講座の開催に重点的
に取り組み、大学と地域が共生する持続可能な社会の
実現を目指します。

国家戦略特区に関して詳しくは、関連ホームページ内閣

府地方創生推進事務局ホームページ（国家戦略特区）を

ご覧ください。

住民説明会（第１回）の様子

主な質疑応答


